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研究成果の概要（和文）：　日本の国際関係理論は海外の諸理論の輸入に依存し、独自性に乏しいとされる。本研究は
、過去の主要な理論に関して、その輸入の態様を洗い直し、そこに「執拗低音」（丸山真男）のようにみられる独自の
問題関心や分析上の傾向を検出した。　　　
　日本では、先行する歴史・地域研究を背景に、理論研究に必然的に伴う単純化や体系化よりも、現象の両義性・複合
性を捉えようとする傾向が強く、また新たな現象と分析方法の中に、平和的変更の手がかりを摸索する場合が顕著にみ
られた。海外の理論を刺激として、従来からの理念や運動、政策決定に関する関心が、新たな次元と方法を備えたケー
スも多い。

研究成果の概要（英文）： In general international relations theory in Japan is considered to be dependent 
on theories imported from overseas and to lack originality. This study reconsiders the way important 
theories were imported in the past, identifying originality in areas such as agenda setting and 
analytical tendencies, recurring like “basso ostinato (Masao Maruyama) ”.
 In Japan, against the backdrop of previous historical and area studies, there is a deep-seated tendency 
to assign greater importance to duality of implication and complexity in phenomena than to the 
simplification and systematization that accompanies theoretical research. In addition, interest in 
pursuing leads to peaceful change stands out when looking at new phenomena and analytical methods. 
Furthermore, in Japan numerous examples are apparent of adding new analytical dimensions to concerns 
related to existing subjects such as international norms and social movements through stimulation by 
theory from overseas.

研究分野： 国際関係論
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１．研究開始当初の背景 
（1）日本の国際関係理論は海外の諸理論、
特にアメリカの理論の輸入に依存しており、
独自性に乏しいと批判されがちである。アメ
リカの理論の影響は各国にみられるが、その
影響の規模や深度は様々であろう。日本にお
ける理論輸入の態様を緻密に洗い直し、そこ
に垣間見られる独自性を再評価する。 
（2）広く日本文化について、丸山真男は海
外からの輸入の仕方自体に一貫した特徴が
潜んでいるとし、それを「執拗低音」に準え
た。日本の国際関係理論には、どのような執
拗低音的な特徴がみられるのか。理論輸入の
過程にみられる問題関心や観点、方法などを
再検討し、特徴と成果、限界を検討する。 
 
２．研究の目的 
（1）日本における国際関係理論研究の一般
的動向を研究書や学会誌の掲載論文、学会報
告などを対象として、全体的に捉える。 
（2）主要な理論の輸入・応用に照準を絞り、
いわば事例研究として、その理論の応用・展
開の方法、その際の意図的な修正や意図せざ
る誤解などを検出し、そこに一貫する特徴が
みられるのか、その背景は何かを検討する。
その際、海外におけるアメリカ理論の導入・
応用状況を視野に入れ、日本に独自の要素が
あるのかも考察する。 
 
３．研究の方法 
（1）上記（研究の目的 1）の一般的動向は、
著書・編著や主要な学会誌の掲載論文、報告
で援用した理論、鍵となる概念の推移などを
確認することで把握した。 
（2）上記（研究の目的 2）の事例研究は、①
カント、②カー、③モーゲンソー、③シェ
リングの理論、④行動科学、⑤国際レジー
ム論・国際制度論、⑥トランスナショナル・
リレーションズを対象として実施した。 
（3）従来の研究上の企図や手法、暗黙の前
提などについて、研究上の先人達およびその
指導を受けた研究者達から聞き取り調査を
実施した。また、主要理論とその輸入状況に
関して、主要な研究者に報告を依頼した。聞
き取り調査・報告を依頼したのは、山本吉宣
（2013 年 3 月：日本の国際関係理論につい
て）、中西寛（2012 年 9 月：リアリズムと高
坂正尭について）、山中仁美（2012 年 9 月：
カーについて）、宮下豊（2013 年 3 月：モー
ゲンソーについて）、遠藤誠治（2013 年 10
月：リベラリズムについて）、吉川元（2013
年 12 月：トランスナショナル・リレーショ
ンと馬場伸也について）、古城佳子（2014 年
4 月：国際レジーム論・国際制度論について）、
岡垣知子（2014 年 7 月：ウォルツのネオ・
リアリズムについて）、中村研一（2014 年 10
月：平和研究と坂本義和について）。 
 
４．研究成果 
（1）日本の理論研究や理論を援用した事例

分析には、確かにアメリカの理論動向に数年
のタイムラグをおいて呼応する動きが認め
られる。ただし、海外の理論をそれ自体の社
会的文脈や独自の背景を等閑視して直輸入
した例はむしろ少なく、輸入先における危機
意識や問題関心を踏まえ、それに対する共感
や批判を伴いつつ、日本から国際的現象を捉
えるための引照基準として援用している。 
（2）日本では、リアリズム・リベラリズム
の二項対立軸を図式的に念頭におくのでな
く、むしろ理論に必然的に付随する単純化や
体系化に対する不信や批判が顕著である。そ
の背景には、日本における歴史・外交史や地
域研究の蓄積が作用している。また、例えば
モーゲンソーの透徹したリアリズムに対し
て、カーの道徳論や国際主義的関心を評価す
るなど、理論的明晰性よりも現象にそくした
複合性、両義性に対する根強い関心が認めら
れる。 
（3）新たな理論を導入する際、リアリズム
に対する批判が前提となり、平和的変更の可
能性を探る観点から行動科学、相互依存論と
国際レジーム論、トランスナショナル・リレ
ーションズの輸入が進められた面が強い。こ
のために後者の諸理論は、輸入先以上にリベ
ラルな性格を帯び、また国際関係の新動向を
分析対象とし、リアリズムが想定していた国
際関係の変化を照射する観点から用いられ
た。 
（4）トランスナショナル・リレーションズ
の理論が、日本における社会学や運動論の関
心に新たな鋳型を提供し、また坂本義和や高
坂正尭等が、日本の外交問題を題材としなが
らも、海外のリアリストが課題とした根本的
問題に独自の方法で解答を試みるなど――
「安全保障ジレンマ）を回避するような安全
保障措置の模索、「囚人のジレンマ」を回避
するようなイニシアティブ、各国間の国益の
慎慮に関する歴史的知見など――、海外の理
論を自らの学術的スタンスを定位する手が
かりとした例が多数みられる。 
（5）近年、「非西欧」理論の再評価が進み、
各国の問題状況に対応した国際関係理論・モ
デルを摸索する動きが散見される。日本のお
ける理論的な試みは、一定の独自性を備えて
いたとしても、同時に東アジアなりミドルス
テイとなりに共通する理論的課題に対する
解答を伴っていると考えられる。その意味に
おいて、有益な知見と検討の素材を提供する
ものと考えられる。 
（6）研究成果は、以下のようなシンポジウ
ム「国際関係理論の日本的特徴の再発見―理
論の『輸入』と『独創』をめぐって―」にお
いて研究分担者全員が報告し、議論を行った
（2014 年 12 月 6 日、東京大学・駒場キャン
パス）。 
・森靖夫「カントの永久平和論の日本におけ
る輸入・受容―神川彦松を中心に」 
・西村邦行「E・H・カーの受容―輸入と独創
から見たその通史」 



・大矢根聡「日本における『モーゲンソーと
の対話』―モーゲンソーを介してみた坂本・
高坂論争を中心に」 
・石田淳「トマス・シェリングを読む坂本義
和」 
・多湖淳「行動科学、計量・数理国際政治学
の日本における輸入と受容、そして輸出へ」 
・宮脇昇「トランスナショナル・理論の日本
における輸入と受容」 
・山田高敬「コンストラクティヴィズムとし
てのレジーム論の行方―輸入後の展開」 
・討論者：遠藤誠治、古城佳子 
（7）一部の研究分担者は、後述のように日
本国際政治学会の学会誌『国際政治』などに
研究成果を公表した（下記を参照）。 
（8）研究分担者は、研究成果に基づく編著
を執筆中であり、2016 年に刊行を予定してい
る（大矢根聡・石田淳編『日本の国際関係理
論（仮題）』〔刊行予定〕）。 
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